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有
料
広
告
欄

内科・外科・眼科 (旧 浜野病院)

午前9：00～
午後2:00～
　月火土5時迄
　水木金6時迄
金曜午後外科休診

浜野西病院では看護師さんを募集中です
お問い合わせは52-3262まで

ホームページは　http://hamano-hp.or.jp

1月14日㈪～2月10日㈰
月 火 水 木 金 土 日

○能登留学フォーラム
　問七尾留学推進協議会
 ☎54-8866

○自主上映映画
　「あなたへ」
　（1月20日まで）
　問サンビーム日和ヶ丘
　☎68-2277

○ わ く わ く ワ ー ク
ショップ「冬の定
期ワークショップ
ほっこりガラス」

（1月～ 2月の毎週
日曜）

　問能登島ガラス美術館 
☎84-1175

○市長談話室 
問広報広聴課 
☎53-8423

○仲代達矢「授業」
　（１月27日まで）
　問能登演劇堂 

☎66-2323

○ わ く わ く ワ ー ク
ショップ「冬の定
期ワークショップ
ほっこりガラス」

（1月～ 2月の毎週
日曜）

　問能登島ガラス美術館 
☎84-1175

○七尾市民蘭遊館入
場無料デー 
問七尾フラワーパーク

 ☎54-0300

○能登和倉万葉の里
マラソン2013

　応援団＆大会ボラン
ティア申込締切日 
問観光交流課 
☎53-8436

○食育サポーター
　申込締切日
 問健康推進課 

☎53-3623

○第８回市民バレー
ボール祭

　申込締切日
 問 七 尾 市 バ レ ー

ボール協会
 ☎090-5682-8403

○「能登の里山里海」
シンポジウム

 問 世 界 農 業 遺 産・
６次産業化推進総室 
☎53-8005

○加藤登紀子「能登
の夢」コンサート

 問 能 登 の 夢 プ ロ
ジェクト実行委員会 
☎54-8888

○国際交流講座
　楽しい韓国・ハン
　グル講座
　（３月６日までの

毎週水曜日）
 問市民男女協働課 

☎53-8633

○国際交流講座
　レッツ・スピーク・

イングリッシュⅡ
　（３月７日までの

毎週木曜日）
 問市民男女協働課 

☎53-8633

○国際交流講座
　～なるほど!?
　ザ・ワールド～
 問市民男女協働課 

☎53-8633

○農村レストラン 
問七尾じわもん

　プロジェクト
 ☎54-0300

○ わ く わ く ワ ー ク
ショップ「冬の定
期ワークショップ
ほっこりガラス」

（1月～ 2月の毎週
日曜）

　問能登島ガラス美術館 
☎84-1175



　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
は
ろ
う
な

な
お
」
は
現
在
21
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
11
月
末
ま
で
に
、４
４
８
回
７
，

６
９
４
人
の
観
光
客
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
案
内
し
た
場
所
の
中
で
、「
一
本

杉
通
り
」
が
一
番
多
く
、
約
６
，
０
０
０
人

の
観
光
客
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
歴
史
が
薫

る
「
一
本
杉
通
り
」
の
老
舗
探
訪
や
『
花
嫁

の
れ
ん
』
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
二
番
は
「
山

の
寺
寺
院
群
」
で
約
１
，
０
０
０
人
を
案
内
。

次
い
で
「
七
尾
城
」
が
約
４
５
０
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
動
は
、
観
光

案
内
の
ほ
か
に
、
年
数
回
の
視
察
研
修
も
行
っ

て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
同
士
の
親
睦
を
深
め
つ
つ
、

ガ
イ
ド
と
し
て
の
見
聞
も
広
め
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
時
空
を
超

え
た
地
域
の
物
語
を
伝
え
る
仕
事
に
誇
り
を

持
ち
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
と
お
も
て
な

し
の
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
一
本
杉
通
り
】

　

一
本
杉
通
り
で
は
、
散
策
と
老
舗
を
巡
り

な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
み
、
幕
末
か
ら
明
治

に
流
行
し
た
、
全
国
で
も
珍
し
い
加
賀
藩
に

伝
わ
る
『
花
嫁
の
れ
ん
』
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
観
光
客
に
は
、
旅
の
思
い
出
と
な

る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
山
の
寺
寺
院
群
】

　

山
の
寺
寺
院
群
の
歴
史
は
約
４
０
０
年

前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
当
時
の
奥
深
さ
や
味
わ

い
の
あ
る
世
界
を
、
今
の
私
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
長
谷
川
等
伯
に

ゆ
か
り
の
あ
る
「
長ち
ょ
う

壽じ
ゅ

寺じ

」
や
「
本ほ
ん

延ね
ん

寺じ

」、

「
龍り
ゅ
う

門も
ん

寺じ

」
や
「
實じ
っ

相そ
う

寺じ

」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
宝
中
の
国
宝
と
ま
で
い
わ
れ
る

「
松
林
図
屏
風
」。
そ
の「
複
製
松
林
図
屏
風
」

が
石
川
県
七
尾
美
術
館
に
あ
り
、
展
覧
会
な

ど
に
併
せ
て
展
示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
筆
遣
い

や
、
屏
風
の
中
の
松
林
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
な
体
感
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
七
尾
城
跡
】

　

七
尾
城
跡
は
、
室
町
時
代
の
守
護
「
畠
山

氏
」
が
七
尾
を
治
め
た
時
代
、
山
に
少
し
ず

つ
築
き
上
げ
た
城
で
す
。
日
本
の
五
大
山
城

と
い
わ
れ
て
い
る
名
城
跡
で
す
。

　
「
畠
山
氏
」
は
、
上
杉
謙
信
に
攻
め
滅
ぼ

さ
れ
る
ま
で
、
約
１
７
０
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
能
登
に
君
臨
し
た
名
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
織
田
信
長
の
命
に
よ

り
、
前
田
利
家
が
七
尾
城
に
入
城
。
そ
の
後
、

港
に
近
い
場
所
で
小
丸
山
城
を
築
城
し
た
た

め
、
七
尾
城
は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

悠
久
の
歴
史
を
感
じ
、
古
き
時
代
に
思
い
を

は
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集
！
】

　

歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
七
尾
を

い
ろ
い
ろ
な
人
に
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
、
私
た
ち
と
一
緒
に
『
楽
し
い
ガ
イ
ド
』

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ふ
る
さ
と
七
尾
の
歴

史
を
私
た
ち
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
、
現
代

の
文
化
と
悠
久
の
歴
史
を
全
国
の
観
光
客
に

伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
が
あ
る
人
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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は
ろ
う
な
な
お

      

～
七
尾
市
の
魅
力
を
歩
き
伝
え
る
　
も
の
し
り
隊
～

第 12 回

第12回目の今回は、七尾市の魅力を伝える観光ボラ
ンティアガイド「はろうななお」を紹介します。


